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は
じ
め
に 

　
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
平
野
学
と
申
し
ま
す
。
現
在
北
海

道
で
学
校
教
員
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
11
月
に
開
催

さ
れ
る
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
公
演
に
寄
せ
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
ぜ
北
海
道
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
？
と
思
わ
れ
ま

し
た
か
。
そ
の
種
明
か
し

は
後
ほ
ど
・
・
・ 

 

カ
メ
ラ
ー
タ･

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト 

 

　
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
来
日
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
ね
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ゆ
か
り

の
地
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
に
設
立
さ
れ
、
最
上
の
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
門
で
す
。 

　
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
は
、
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
背
景
に
、
小

高
い
丘
の
上
に
は
城
が
そ
び
え
る
風
光
明
媚
な
街
で
す
。

ザ
ル
ツ
ァ
ッ
ハ
川
の
両
側
に
新
旧
の
町
並
み
が
相
対
す
る

造
り
で
、
旧
市
街
と
歴
史
的
建
造
物
は
「
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

市
街
の
歴
史
地
区
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
ま
れ
育
っ
た
街
と
し
て
も

よ
く
知
ら
れ
、
毎
年
夏
に
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
祭
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
生
前
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、

他
の
都
市
を
旅
行
し
て
名
声
を
得
た
の
と
は
対
照
的
に
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
は
む
し
ろ
不
遇
で
し
た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル

ク
は
当
時
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
教
皇
の
両
者
か
ら
権
限
を

委
ね
ら
れ
た
大
司
教
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
幼
い
頃
に
は
大
司
教
に
そ
の
神
童
ぶ
り

を
疑
わ
れ
た
り
、
音
楽
に
理
解
の
な
い
大
司
教
が
着
任
し

た
り
と
居
心
地
が
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と
う
と
う
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
25
歳
の
時
に
大
司
教
と
決
裂
し
て
こ
の

街
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
し
か
し
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
と
い
う
街
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
死
後
、
そ
の
真
価
を
讃
え
、
世
界
中
に
余
す
こ
と
な
く

偉
業
を
伝
え
広
め
ま
し
た
。
銅
像
の
建
立
、
生
家
の
保
存

と
博
物
館
と
し
て
の
活
用
、
天
才
の
名
を
冠
し
た
モ
ー
ツ

ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
院
の
設
立
、
音
楽
祭
の
開
催
。
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
が
ウ
ィ
ー
ン
と
並
ん
で
「
音
楽
の
都
」
と
称
さ
れ

る
ゆ
え
ん
で
す
。 

　
ま
さ
に
そ
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
音
楽
院
の
院
長
で
も

あ
っ
た
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー
が
１
９
５
２
年
に
創
立
し
た

室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で

す
。
ち
ょ
う
ど
今
年
で
60
年
の
歳
月
を
か
け
て
伝
統
を
積

み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
め
は
メ
ン
バ
ー
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ
ム
の
教
授
と
優
秀
な
学
生
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
多
国
籍
の
個
性
あ
ふ
れ
る
若

手
の
音
楽
家
が
集
い
、
伝
統
の
「
カ
メ
ラ
ー
タ
・
サ
ウ
ン

ド
」
を
守
っ
て
い
ま
す
。 

 

指
揮
者
と
ソ
リ
ス
ト
に
つ
い
て 

  

今
回
の
来
日
で
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
を
指
揮

す
る
ハ
ン
ス
イ
ェ
ル
ク
・
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
は
、

何
と
い
っ
て
も
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
で
ソ
ロ
・
オ
ー
ボ
エ

奏
者
を
20
年
あ
ま
り
も
務
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
ま
た
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
も
世
界
屈
指
の
指
揮
者
と
共
演
し
て
い
ま

す
。
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
退
団
後
は
指
揮
者
と
し
て
も
活

躍
し
、
世
界
の
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
て
き
ま

し
た
。 

　
フ
ル
ー
ト
の
神
田
勇
哉
さ
ん
は
、
東
京
藝
術
大
学
を
首

席
で
卒
業
後
、
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
文
化
庁

海
外
派
遣
研
修
生
と
し
て
渡
仏
。
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
ノ

ル
マ
ル
で
研
鑽
を
積
ん
だ
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
。
す
で
に
東
京

シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
の
首
席
奏
者

を
務
め
る
逸
材
で
す
。 

　
ハ
ー
プ
の
平
野
花
子
さ
ん
は
、
早
稲
田
大
学
に
学
び
な

が
ら
、
ハ
ー
プ
の
も
っ
と
も
権
威
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ａ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
を
就
職
試
験
の
つ
も
り
で
受
け
た
そ
う
で
す
。
銀

メ
ダ
ル
を
と
っ
た
こ
と
が
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
や
っ
て
い

く
気
持
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 
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4歳の頃の平野花子さん
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プ
ロ
グ
ラ
ム
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
、
フ

ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
、
他 

入
場
料
／
一
　
般
S
 

6
、0
0
0
円
、
A
 

5
、5
0
0
円
 

　
　
　
　
メ
イ
ト
S
 

5
、0
0
0
円
、
A
 

4
、5
0
0
円
 

　
　
　
　
一
般
・
メ
イ
ト
共
通
B
 

4
、0
0
0
円
 

　
　
　
　
大
学
生
以
下
3
、0
0
0
円
【
全
席
指
定
】
 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

 

■
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
　 

■
19
：
00（
開
場
18
：
30
） 

カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

11/

9金

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
デ
ビ
ュ
ー
は
N
H
K
交
響
楽
団
。
２
作

目
の
Ｃ
Ｄ
「
オ
ル
フ
ェ
の
宝
」
は
『
レ
コ
ー
ド
芸
術
誌
』

で
特
選
を
得
て
い
ま
す
。 

　
ま
だ
大
変
若
い
二
人
で
す
が
、
瑞
々
し
い
感
性
か
ら
ほ

と
ば
し
る
よ
ど
み
な
い
音
楽
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

巨
匠
の
指
揮
と
卓
越
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
二
人
を
お
お

ら
か
に
支
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
の
思
い
出 

 

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
私
は
、
松
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
東

京
の
音
楽
大
学
を
卒
業
後
に
Ｎ
響
の
事
務
局
に
８
年
間
勤

め
て
お
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
代
に
Ｎ
響
定
期
公

演
に
出
演
し
た
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
演

奏
を
舞
台
の
袖
で
聴
い
た
思
い
出
が
２
回
あ
り
ま
す
。 

　
１
９
８
７
年
11
月
12
日
と
13
日
の
Ａ
定
期
公
演
で
は
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
ー
ン
・
ベ
ル
リ
ン
の
一
人
と
し
て

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
協
奏
交
響
曲
変
ホ
長
調
（
K
．2
9
7
b
）

を
演
奏
。
ま
た
、
１
９
８
９
年
２
月
３
日
と
４
日
に
行
わ

れ
た
Ｃ
定
期
公
演
で
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

の
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
指
揮
者
は
大
き

な
お
で
こ
が
印
象
的
な
ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
で

し
た
。
シ
ェ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
は
、
つ
や

や
か
な
響
き
の
中
に
も
端
正
な
演
奏
だ
っ
た
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。 

コ
ン
サ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

 

　
そ
れ
で
は
今
回
の
オ
ー
ル
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

　
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
序
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

序
曲
の
中
で
も
特
に
人
気
の
一
曲
で
す
。
流
麗
か
つ
華
麗

な
曲
調
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
始
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

ま
す
。 

　
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
は
長
い
間
、
初
演
の
様
子
な
ど
が
わ

か
ら
ず
、
楽
譜
も
行
方
不
明
に
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
１
９
２
０
年
に
パ
ー
ト
譜
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

後
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ボ
エ
の
卓
越
し
た
技
巧
が
随

所
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
マ
「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー

ビ
レ
」
で
こ
の
曲
を
知
り
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人
も
多
い

は
ず
。 

　
さ
て
、
１
７
７
８
年
22
歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、
パ
リ

に
滞
在
し
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
官
ド
・
ギ
ー
ヌ
公
爵
の
令
嬢

に
作
曲
を
教
え
ま
し
た
。
彼
女
の
作
曲
は
ち
っ
と
も
上
達

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ハ
ー
プ
は
上
手
に
弾
け
ま
し
た
。

ま
た
、
父
親
の
公
爵
も
ア
マ
チ
ュ
ア
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
で

し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
公
爵
に
依
頼
さ
れ
て
、
こ
の
エ

レ
ガ
ン
ト
な
「
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の
た
め
の
協
奏
曲
」

を
作
曲
し
ま
し
た
。 

　
１
７
８
８
年
夏
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
生
涯
最
後
の
３
曲

の
交
響
曲
を
短
期
間
に
作
曲
し
ま
し
た
。
そ
の
一
番
最
後

が
交
響
曲
第
41
番
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
で
す
。
し
ば
し
ば
こ

の
曲
は
、
前
作
の
40
番
と
比
較
し
て
語
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
好
対
照
に
独
自
の
世
界
観
と
堅
固
な
構
築
性
を
も

っ
て
い
る
の
で
す
。
40
番
は
ト
短
調
と
い
う
人
生
の
深
淵

を
垣
間
見
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
暗
さ
に
満
ち
、

一
方
41
番
は
ハ
長
調
と
い
う
調
性
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
明

る
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
野
花
子
の
こ
と 

 

　
終
わ
り
ま
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
す
で
に
お
気
づ
き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
私
、
ハ
ー
プ
奏
者
平
野
花
子
の
父
で

す
。
今
回
の
ご
縁
で
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
誌
』
に
文
章
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。 

　
最
後
に
花
子
の
秘
蔵
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
彼
女
が
３
歳
の
頃
、
初
め
て
発
表
会
に
出

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
両
親
は
、
演
奏
は
も
ち
ろ

ん
ス
テ
ー
ジ
マ
ナ
ー
と
し
て
礼
の
仕
方
も
教
え
た
の
で
す

が
、
ひ
と
つ
だ
け
予
想
外
の
展
開
が
あ
り
ま
し
た
。
演
奏

を
終
え
た
花
子
は
、
客
席
の
お
客
様
に
で
は
な
く
、
な
ん

と
舞
台
の
袖
で
見
守
っ
て
い
た
両
親
に
深
々
と
頭
を
下
げ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

お
客
様
は
微
笑
み
な

が
ら
大
き
な
拍
手
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
花
子
も
今
や

父
親
の
郷
里
で
大
舞

台
に
立
つ
日
が
来
る

と
は
。
ま
さ
に
感
無

量
で
す
。 

 

娘
、
花
子
へ
の
一
言 

 

　
花
ち
ゃ
ん
へ
。
パ
パ
の
高
校
時
代
の
旧
友
が
「
ハ
ー
プ

花
の
会
」
と
い
う
後
援
会
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
、
お
客
様
の
心
に
響
く
演
奏
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
（
パ
パ
よ
り
） 
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ワ
ン
コ
イ
ン
で
本
格
的
な
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
百
円
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

９
月
14
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
・
保
田
紀
子
の
伴
奏
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
ま
し

ょ
う
。
10
月
５
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
松
本
交
響
楽
団
の

オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
小
平
潔
と
の
共
演
で
す
。
絶
妙
な
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

入
場
料
／
１
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

郷
土
が
誇
る
ホ
ル
ン
奏
者
、
山
岸
博
が
い
よ
い
よ
ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
登
場
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
在
籍
中
に
、
初
の
日
本
人
管
楽
器
奏
者
と
し
て
バ
イ

ロ
イ
ト
音
楽
祭
に
迎
え
ら
れ
た
ホ
ル
ン
の
第
一
人
者
で
、 

現
在
は
読
売
日
本
交
響
楽
団
の
ソ
ロ
奏
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
三
重
奏
曲
で
は
、
同
じ
く
地

元
出
身
の
二
人
が
共
演
し
、
そ
し
て
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
主

役
と
な
る
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
平
林
瑞
枝
　
　 

ピ
ア
ノ
／
臼
井
文
代 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
メ
シ
ア
ン
＝
渓
谷
か
ら
星
た
ち
へ
　

よ
り 

「
恒
星
の
叫
び
声
」
（
ホ
ル
ン
・
ソ
ロ
）
、
サ
ン=

サ
ー
ン

ス
＝
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
ー
ソ
、
グ
ラ
ナ
ド

ス
＝
ス
ペ
イ
ン
舞
曲
集
よ
り 

ア
ン
ダ
ル
ー
サ
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
＝
ホ
ル
ン
三
重
奏
曲 

変
ホ
長
調
op. 
40
、
他 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
ま
し
た
。 

     

長
野
県
三
曲
協
会
に
所
属
す
る
尺
八
愛
好
家
が
、
箏
、
三

絃
奏
者
と
共
に
三
曲
演
奏
を
お
贈
り
す
る
演
奏
会
で
す
。

毎
年
県
内
４
地
区（
長
野
、
上
田
、
松
本
、
伊
那
）を
巡
り
、

44
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、江
戸
時
代
に
作
曲
さ
れ
た
曲
が

中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。19
世
紀
前
半
に
京
都
を
中
心
に

活
躍
し
た
盲
人
音
楽
家
、
石
川
勾
当
の
代
表
作
「
八
重
衣
」

は
、難
曲
と
言
わ
れ
な
が
ら
、現
在
で
も
広
く
合
奏
曲
と
し

て
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
に
生
き
る
演
奏
家
が
、
江

戸
時
代
の
名
曲
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
楽
し
み
で
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
石
川
勾
当
＝
八
重
衣
、
他 

入
場
料
／
無
　
料
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
竹
韻
会 

お
問
い
合
わ
せ
／
琴
光
堂
（
渡
辺
） 

!
０
２
６
３
（
３
２
）
３
２
５
５ 

    

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名

曲
や
、
お
な
じ
み

の
映
画
音
楽
な
ど

を
フ
ル
ー
ト
だ
け

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
演
奏
し
ま
す
。

す
き
と
お
っ
た
心

和
む
響
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ヘ

ン
デ
ル
＝
シ
バ
の

女
王
の
入
城
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

＝
歌
の
翼
に
、
福

島
弘
和
＝
雪
灯
り

の
幻
想
、
平
井
夏
美
＝
瑠
璃
色
の
地
球
、
坂
田
晃
一
＝
さ

よ
な
ら
の
夏
（
コ
ク
リ
コ
坂
よ
り
）
、
渡
辺
岳
夫
＝
教
え

て
（
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
）
、
魔
女
の
宅
急
便
メ
ド

レ
ー
、
他 

入
場
料
／
無
　
料
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
安
曇
野
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
!
山
崎
０
２
６
１
（
６
２
）
８
０
８
６ 

     
平
成
20
年
に
始
ま
っ
た
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
全
52

曲
を
10
年
か
け
て
演
奏
し
よ
う
」
と
い
う
こ
の
シ
リ
ー
ズ

も
、
５
年
目
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
な
り
、
中
盤
戦
に
差

し
掛
か
り
ま
す
。
第
11
回
の
演
奏
会
、
秋
真
っ
盛
り
の
季

節
に
優
し
く
穏
や
か
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
調
べ
に
心
癒
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
芸
術
監
督
・
指
揮
の

横
島
勝
人
、
管
弦
楽
「
松
本
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
　

変
ホ
長
調
　

Ｋ
Ｖ
．
４

５
２
、
交
響
曲
第
14
番
　

イ
長
調
　

Ｋ
Ｖ
．
１
１
４
、
交
響

曲
第
36
番
ハ
長
調
「
リ
ン
ツ
」
Ｋ
Ｖ
．４
２
５ 

入
場
料
／
２
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

 

保
田
紀
子 

小
平
　

潔 

■
小
ホ
ー
ル
　
■
12
：
00
 

第
４４
回
　
竹
韻
会

尺
八
演
奏
会

9/

23日

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

安
曇
野
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
8
回
定
期
演
奏
会

10/

7日
■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
30
 

第
１１
回
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

交
響
曲
全
曲
演
奏
会

10/

8月

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
１５
th

〜
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
で
歌
い
ま
し
ょ
う
〜

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
３５
th

〜
オ
ー
ボ
エ
と
の
共
演
〜

9/

14金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
12
：
15
 

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

10/

5金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

山
岸 

博
　
魅
惑
の
ホ
ル
ン

〜
初
秋
に
贈
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
香
り
〜

9/

21金

「明治」の格調。くつろぎのホテル 
松本民芸家具をセットした 

北欧風ホテル 

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ !（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５ 
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料 
消費税込 円 6,500 ■ツイン… ■シングル… 円 12,000

〈
島
内
店
ピ
ア
ノ
シ
ョ
ッ
プ
ピ
エ
ナ
〉

〈
松
本
駅
前
店
〉
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主
　
催
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
・
全
曲
演
奏
会
実
行
委

員
会 

お
問
い
合
わ
せ
／
牛
山
!
０
９
０（
２
５
３
１
）６
０
８
１ 

       

中
東
は
レ
バ
ノ

ン
生
ま
れ
の
エ

ル
＝
バ
シ
ャ
は
、

19
歳
で
エ
リ
ザ

ベ
ー
ト
王
妃
国

際
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
満
場

一
致
に
よ
る
優

勝
を
果
た
し
ま

す
。
一
躍
世
界

の
注
目
を
浴
び
る
も
、
押
し
寄
せ
る
オ
フ
ァ
ー
に
応
え
る

こ
と
な
く
、
数
年
間
は
ひ
た
す
ら
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
全
集
、
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
独
奏
曲
全
集
な
ど
優

れ
た
録
音
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
松
本
で
は
、
「
人

生
と
共
に
あ
る
」
と
い
う
バ
ッ
ハ
、
愛
好
家
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
の
多
い
ラ
ヴ
ェ
ル
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
シ
ョ
パ
ン

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
曲
家
を
聴
き
比
べ
ら
れ
る
飛
び
切
り

贅
沢
な
二
夜
で
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／ 

【
11
日
】
J
．
S
．
バ
ッ
ハ
＝
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集

第
１
巻

24
の
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
よ
り
第
１
番
か
ら
第
６

番
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＝
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
「
田
園
」
、

「
告
別
」、
他 

【
12
日
】
ラ
ヴ
ェ
ル
＝
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
＝
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」、
他 

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
４
、５
０
０
円 

　
　
　
　
メ
　
イ
　
ト
　
４
、０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

※
チ
ケ
ッ
ト
代
は
１
公
演
分
の
料
金
と
な
り
ま
す
。 

主
　
催
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

 

   

ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
二
人
の
グ
ル
ー
プ
。
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
林

光
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
大
阪
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
首
席
オ
ー
ボ
エ

奏
者
、
大
森
悠
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
昨
年

80
歳
の
バ
ー
ス
デ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
初
演

さ
れ
た
「
オ
ー
ボ
エ

ソ
ナ
タ
」
を
演
奏
し

ま
す
。
残
念
な
が
ら

林

光
は
1
月
に
亡

く
な
ら
れ
た
の
で
、

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

オ
ー
ボ
エ
／
大
森
悠
（
ゲ
ス
ト
） 

ソ
プ
ラ
ノ
／
幅
谷
恵
理 

ピ
ア
ノ
／
渡
辺
か
お
る
、
臼
田
由
香
里 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
林

光
＝
オ
ー
ボ
エ
ソ
ナ
タ
、
四
つ
の
夕

暮
れ
の
歌
、
ブ
ラ
ン
キ（
連
弾
）、
ピ
ア
ノ
の
本
よ
り
、
他

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
K
E
Y 

お
問
い
合
わ
せ
／
!
幅
谷
０
２
６
３
（
８
２
）
１
１
２
６ 

     

ギ
タ
リ
ス
ト
の

渡
部
力
也
は
安

曇
野
市
在
住
。

演
奏
は
も
ち
ろ

ん
、
作
編
曲
か

ら
執
筆
ま
で
多

彩
な
活
動
を
国

内
外
で
展
開
し

て
い
ま
す
。
 

『
ギ
タ
ー
で
楽

し
む
Ｊ
│

Ｐ
Ｏ

Ｐ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
３
巻
に
収
め
ら
れ
た
1
9
9
0

年
〜
2
0
0
9
年
ま
で
の
作
品
か
ら
25
曲
余
り
を
、
編

著
者
の
渡
部
の
ソ
ロ
を
中
心
に
、
愛
弟
子
の
棟
居
淳
と
演

奏
し
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
少
年
時
代
、
夜
空
ノ
ム
コ
ウ
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ｉ
、
ら
い
お
ん
ハ
ー
ト
、
大
き
な
古
時
計
、
未
来
予

想
図
曲
Ⅱ
、
蕾
、
手
紙
〜
拝
啓
十
五
の
君
へ
〜
、
夢
の
蕾
、

他 入
場
料
／
前
売
り
　
２
、５
０
０
円 

　
　
　
　
当
　
日
　
３
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
旗
の
台
個
典
音
楽
研
究
所 

お
問
い
合
わ
せ
／
渡
部
!
０
２
６
３（
７
３
）６
０
８
６ 

     

塚
本
敦
子
は
松
本
市
出
身
。
桐
朋
学
園
大
学
卒
業
後
に
渡

仏
し
、
二
つ
の
音
楽
院
で
ピ
ア
ノ
、
室
内
楽
な
ど
の
腕
を

磨
き
ま
し
た
。
帰
国
後
5
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
生

誕
1
5
0
年
の
記
念
イ
ヤ
ー
を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。｢

地
域
の
皆
様
の
応
援
に
感
謝
し
つ
つ
演
奏
し
ま

す
。｣

と
い
う
彼
女
の
音
楽
か
ら｢

パ
リ
の
風｣

を
存
分
に

感
じ
て
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
ハ
イ
ド
ン
＝
ア
ン
ダ
ン
テ
と
変
奏
曲

ヘ

短
調H

o
b
.X
V
II-

6
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
＝
映
像
、
他 

入
場
料
／
一
　
　
　
般
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
　
　５
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／
ス
ー
ブ
ニ
ー
ル
ド
パ
リ(

塚
本) 

お
問
い
合
わ
せ
／
塚
本
!
０
２
６
３（
８
６
）１
２
５
１ 

  

■
小
ホ
ー
ル 

■
両
日
と
も
開
演
19
：
00
 

二
夜
連
続

エ
ル
＝
バ
シ
ャ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

10/

11木 12金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

第
１１
回

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
Ｋ
Ｅ
Ｙ

10/

26金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

塚
本
敦
子

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

11/

2金

■
小
ホ
ー
ル
　
■
19
：
00
 

ギ
タ
ー
で
楽
し
む

Ｊ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2

10/

31水

伝
説
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
つ
い
に
松
本
へ

・

松本市中町四柱神社御前

昔を今につなぐ… 

街中のオアシス 
　KRD town
－全室ワンルーム型
　　　　　マンション－

明治30年頃

現在

松本伊勢町　時計博物館通り（松本パルコ前）

TEL.0263-32-0265
株式会社 金 鈴 堂〒３９９-８７１２　長野県松本市村井町南３丁目１５番３７号 

受付時間　9:00～17:00　土・日・祝祭日・弊社休日を除く  
お客様相談室 TEL.0263-86-9110 

信州生まれのおいしいトマト
低塩　190ｇ

信州生まれのおいしいトマト
食塩無添加　190ｇ



 

S

地域社会に貢献するする企業を目指してして地域社会に貢献するする企業を目指してして地域社会に貢献する企業を目指して

ホール音響システムホール音響システム

高度利用緊急地震速報システム高度利用緊急地震速報システム

各種セキュリティシステム各種セキュリティシステム

情報通信・ネットワーク情報通信・ネットワーク

AVAV 視聴覚システム視聴覚システム

各種電気設備工事各種電気設備工事

ホール音響システム

高度利用緊急地震速報システム

各種セキュリティシステム

情報通信・ネットワーク

AV 視聴覚システム

各種電気設備工事

 

   

松
本
室
内
合
奏
団
は
１
９
８
９
年
２
月
に
13
名
の
弦
楽
器

奏
者
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
た
団
体
。
団
員
同
士
が
楽
し
く

交
流
し
な
が
ら
、
音
楽
を
楽
し
み
、
よ
り
上
質
な
演
奏
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
県
内
外
か
ら
約
50
名
の
団
員

が
集
い
、
二
管
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
年
２
回

の
定
期
演
奏
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

久
々
に
コ
レ
ル
リ
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
な
ど
の
バ
ロ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ジ
の
曲
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
プ
ル
チ
ネ
ル

ラ
組
曲
は
特
に
お
す
す
め
で
す
。
古
典
作
品
の
雰
囲
気
を

存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
　 

指
　
揮
／
山
田
哲
夫 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
コ
レ
ル
リ
＝
ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
、
グ
ノ

ー
＝
小
交
響
曲
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
＝
四
季
よ
り
冬
、
ス

ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
＝
プ
ル
チ
ネ
ル
ラ
組
曲 

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

お
問
い
合
わ
せ
／m

a
tsu
sh
itsu
@
g
m
a
il.co
m
 

太
田
涼
平
は
長
野
県
出
身
。
２
０
１
１
年
に
「
太
田
涼
平

＆
宮
崎
真
美
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

の
開
催
を
き
っ
か
け
に
２
０
１
２
年C

o
rn

 V
illa
g
e
 

T
rio
 
E
n
se
m
b
le

を
結
成
し
、
各
地
で
演
奏
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
各
々
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
演
奏
や
音
楽

講
師
な
ど
様
々
な
分
野
で
も
活
躍
中
で
す
。
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
は
マ
イ
ナ
ー
な
楽
器
の
た
め
か
注
目
度
も
低
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
劣
ら
な
い

柔
ら
か
で
深
い
音
色
、

目
に
映
る
演
奏
の
面
白

さ
な
ど
、
ピ
ア
ノ
と
の

共
演
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を

存
分
に
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

ピ
ア
ノ
／
曽
根
恭
子 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
コ
レ
ル
リ
＝
２
本
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
、
ケ
ッ
ツ
ァ
＝
ソ
ナ
チ
ネ
、
ウ
ー

バ
ー
＝
オ
ー
タ
ム
ス
ケ
ッ
チ
１
９
６
５
、
デ
ュ
ボ
ア
＝
組

曲
、
他 

入
場
料
／
一
　
般
　
２
、０
０
０
円 

　
　
　
　
学
　
生
　
１
、５
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
　
催
／C

o
rn
 V
illa
g
e

　
実
行
委
員
会 

お
問
い
合
わ
せ
／
太
田
!
０
９
０（
６
０
４
４
）９
０
８
７ 

 

太
田
涼
平 

宮
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真
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松
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
7 
月
31
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

開
演
時
間
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
の
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
⑥
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
⑥
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
⑥
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
⑥
 

〜
ホ
ル
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
〜

　
　
松
本
室
内
合
奏
団
　
ホ
ル
ン
奏
者
　
竹
前
友
敬

　
ホ
ル
ン
は
、
一
方
の
一
端
が
急
激
に
太
く
広
が
っ
て
い

る
以
外
は
一
様
に
細
く
て
長
い
開
管
を
円
形
に
巻
い
た
楽

器
で
あ
る
。
長
い
の
で
基
本
振
動
の
波
長
が
長
く
、
し
た

が
っ
て
理
論
上
出
せ
る
最
低
音
が
低
い
。
ま
た
、
細
い
の

で
倍
の
振
動
の
音
を
出
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
比
較
的
高

い
音
ま
で
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
結
果
的
に
音
域
が

広
く
、
実
際
お
よ
そ
4
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
が
楽
譜
上
に
現

れ
う
る
。
そ
も
そ
も
振
動
数
が
２
倍
に
な
る
と
１
オ
ク
タ

ー
ブ
高
い
音
が
出
る
の
で
、
１
オ
ク
タ
ー
ブ
内
で
出
る
音

も
等
比
数
列
的
に
増
え
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
高
次
の
振

動
数
を
出
し
や
す
い
ホ
ル
ン
は
高
音
に
お
い
て
飛
躍
的
に

多
く
の
音
を
出
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
具
体
例
を

挙
げ
る
と
、
8
倍
振
動
の
１
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
は
16
倍

振
動
で
あ
る
の
で
、
そ
の
１
オ
ク
タ
ー
ブ
内
で
は
8
つ
の

音
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
ホ
ル
ン
で
は
そ
れ
が
演
奏
可
能

な
音
域
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
管
の
細
い
方
の
一
端
に
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
と
い
う
も
の

を
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
（
一
端
と
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
間

に
そ
れ
ら
を
接
続
さ
せ
る
開
管
が
入
る
も
の
も
あ
る
）
、

そ
れ
に
口
を
あ
て
、
唇
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
音

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
の
太
く
広
が
っ
て
い

る
方
の
一
端
は
音
の
出
口
と
な
る
。
そ
ん
な
ホ
ル
ン
は
最

初
、
狩
り
の
時
の
合
図
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ

の
と
き
に
そ
の
太
い
方
の
一
端
を
後
ろ
に
向
け
て
い
た
名

残
な
の
か
、
現
代
に
お
い
て
も
一
般
的
に
後
ろ
に
向
け
て

演
奏
し
て
い
る
。
後
ろ
を
向
い
た
太
く
広
が
っ
た
一
端
は
、

右
手
を
い
れ
る
の
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
実
際
に
大
抵
の

人
は
右
手
を
い
れ
て
演
奏
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
そ
の

よ
う
な
心
理
的
な
理
由
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
微
妙

な
音
程
や
音
色
を
調
節
し
た
り
す
る
た
め
で
あ
る
。
と
は

い
っ
て
も
、
狩
り
の
合
図
に
使
う
の
に
微
妙
な
音
程
や
音

色
に
気
を
つ
か
う
必
要
な
ど
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

重
要
性
が
増
し
た
の
は
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
楽
曲
に
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

作
曲
者
は
時
に
は
無
茶
な
要
求
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
に
こ
た
え
る
た
め
か
近
代
に
は
バ
ル
ブ
と
い
う
瞬
時
に

管
の
長
さ
を
変
え
る
装
置
が
発
明
さ
れ
、
そ
れ
が
つ
い
た

楽
器
は
演
奏
可
能
な
音
域
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
半
音
階
を

出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
現
在
目
に
す
る
ほ
と
ん
ど

は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
楽
器
で
あ
る
。 



　
珠
玉
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
会
が
去
る
５
月
６
日
に
小
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
山
崎
さ
ん
行
き
つ
け
の
お
店
の
店
主
で
あ
り
、
30
年
来
の
親

交
が
あ
る
安
納
さ
ん
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

安
納
（
以
下
安
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
す
ご
か
っ
た
！ 

山
崎
（
以
下
山
）
お
客
様
の
熱
気
で
会
場
が
暑
か
っ
た
。(

笑) 

安
　
今
日
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

山
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
凄
い
で
す
よ
ね
、
か
な
り
精
神
力
が

要
り
ま
す
。 

安
　
す
み
ま
せ
ん
、
大
変
な
曲
を
演
奏
し
て
も
ら
っ
て
。(

笑) 

山
　
い
え
い
え
、
楽
し
い
ん
で
す
け
ど
、
特
に
「
大
公
」
は
45

分
近
く
か
か
る
長
さ
で
、
あ
ま
り
に
名
曲
で
内
容
も
深
く
、
楽

し
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
神
経
も
か
な
り
使
い
ま
す
。
最
後
ま
で
集

中
力
を
持
っ
て
演
奏
す
る
の
は
大
変
で
す
。
で
も
加
藤
さ
ん
の

音
色
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
し
、
津
田
君
も
ま
だ
若
い
の
に
音

楽
を
よ
く
理
解
し
て
る
。
本
番
が
一
番
上
手
く
い
き
ま
し
た
！ 

安
　
私
た
ち
は
間
近
で
と
て
も
贅
沢
に
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
さ
い
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
は
い
か
が
で
し
た
か
？ 

山
　
反
響
板
が
な
く
て
音
は
戻
っ
て
こ
な
い
の
で
す
が
、
弾
き

に
く
い
感
じ
は
な
か
っ
た
で
す
。
舞
台
に
出
た
時
に
会
場
が
静

か
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
松
本
っ
て
静
か
で
す
よ
ね
。
初
め
て

松
本
で
弾
い
た
の
は
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
受
賞
記

念
ツ
ア
ー
を
し
た
時
で
し
た
が
、
他
の
ホ
ー
ル
と
違
っ
て
、
す

ご
く
静
か
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
と
し
て
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

安
　
緊
張
感
で
し
ょ
う
か
…
。（
笑
）
山
崎
さ
ん
と
初
め
て
お
会

い
し
た
の
は
、
労
音
（
勤
労
者
音
楽
協
議
会
）
最
後
の
演
奏
会

で
、
う
ち
の
お
店
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

山
　
そ
う
そ
う
。
打
上
げ
で
ね
。 

安
　
あ
の
と
き
演
奏
を
初
め
て
聴
い
て
、「
凄
い
な
ぁ
」
っ
て

感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
す
で
に
松
本
へ
は
何
回
か
い
ら
し

て
い
た
の
で
す
ね
？
　
小
林
道
夫
さ
ん
と
音
文
（
ザ
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
）
で
演
奏
も
さ
れ
た
と
か
？ 

山
　
小
林
先
生
と
の
音
文
で
の
演
奏
は
、
労
音
の
演
奏
会
よ
り

ず
っ
と
後
で
す
。
あ
の
頃
小
林
先
生
は
八
ヶ
岳
で
音
楽
祭
を
や

っ
て
い
ら
し
て
、
よ
く
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

安
　
そ
の
演
奏
を
聴
い
た
京
都
の
友
達
が
「
若
い
け
ど
凄
い
チ

ェ
リ
ス
ト
見
ー
っ
け
！
」
っ
て
電
話
を
か
け
て
き
た
ん
で
す
よ
。

私
も
「
も
し
か
し
て
？
」
と
思
っ
て
、
二
人
で
同
時
に
「
せ
ー

の
、
山
崎
伸
子
さ
ん
!?
」。（
笑
） 

山
　
も
う
大
昔
の
お
話
で
す
よ
。 

安
　
30
年
近
く
な
り
ま
す
ね
。 

山
　
気
持
ち
は
ぜ
ん
ぜ
ん
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
…
。 

安
　
眼
鏡
を
と
り
に
戻
っ
た
り
と
か
…
？ 

　
　
室
内
楽
で
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

山
　
い
や
い
や
、
室
内
楽
こ
そ
眼
鏡
が
い
る
ん
で
す
。（
笑
）
　

自
分
で
も
未
だ
に
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ピ

ア
ノ
の
津
田
裕
也
君
に
「
先
生
、
そ
ん
な
年
齢
だ
っ
た
ん
で
す

か
？
」
と
言
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
彼
が
入
学
し
、
ち
ょ
う
ど

私
も
芸
大
で
教
え
は
じ
め
た
の
が
11
年
前
で
す
。
津
田
君
だ
っ

て
、
も
う
20
代
後
半
な
の
で
す
か
ら
ね
。
わ
た
し
も
偉
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
…
。(

笑)  

安
　
と
こ
ろ
で
ド
レ
ス
は
曲
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
か
？ 

山
　
そ
う
で
す
ね
。
相
手
あ
っ
て
の
色
で
す
の
で
、
本
日
は
加

藤
知
子
さ
ん
に
合
わ
せ
ま
し
た
。 

安
　
何
百
枚
と
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

山
　
全
部
作
り
ま
す
け
ど
、
わ
た
し
は
そ
ん
な
に
持
っ
て
な
い

で
す
よ
。（
笑
）

年
々
体
型
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
そ
う
い

っ
た
意
味
で
は
大
変
で
す
。
加
藤
さ
ん
は
た
く
さ
ん
食
べ
て
食

い
し
ん
坊
な
の
に
全
然
変
わ
ら
ず
羨
ま
し
い
。 

安
　
今
後
の
演
奏
活
動
は
？ 

山
　
ま
ず
８
月
に
読
響
と
の
「
三
大
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
夕
べ
」

が
あ
り
ま
す
。
若
い
と
き
か
ら
よ
く
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
す
が
、（
山
崎
さ
ん
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
を
演
奏
）
ピ

ア
ノ
は
辻
井
伸
行
君
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
）、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
は
佐
藤
俊
介
君
（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）。
な
ぜ
か
若
者
に

囲
ま
れ
て
お
ば
さ
ん
が
真
ん
中
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。（
笑
）
こ

の
後
、
木
曽
音
楽
祭
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
小
淵
沢
リ
ゾ
ナ
ー
レ

の
音
楽
祭
が
10
月
に
あ
り
ま
す
。 

安
　
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
３
つ
聴
く
の
も
結
構
シ
ン
ド
イ
。
曲
も

長
い
で
す
し
…
。 

山
　
あ
と
は
津
田
ホ
ー
ル
で
の
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ

が
第
６
回
目
（
11
月
16
日
）
で
、
ピ
ア
ノ
の
清
水
和
音
さ
ん
と

の
共
演
で
す
。 

安
　
山
崎
さ
ん
は
手
が
小
さ
い
で
す
ね
。 

山
　
小
さ
い
か
ら
恥
ず
か
し
い
し
、
弾
き
づ
ら
い
で
す
。 

左
手
も
右
手
も
、
チ
ェ
ロ
を
弾
く
体
で
な
い
と
い
う
意
味
で
、

体
全
体
が
不
便
で
す
。
外
国
の
方
は
体
が
大
き
く
て
手
足
も
長

い
…
。
別
物
で
す
〜
。（
笑
） 

安
　
今
の
チ
ェ
ロ
は
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
で
す
か
？ 

山
　
は
い
。
こ
の
サ
イ
ズ
よ
り
大
き
い
と
大
変
で
す
。 

（
Ｈ
．
ア
マ
テ
ィ
製
） 

安
　
自
分
の
体
と
感
性
に
あ
う
楽
器
は
な
か
な
か
な
い
で
し
ょ

う
ね
。 

山
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
上
（
値
段
）
を
見
た
ら
き
り
が
な

い
で
す
。（
笑
）

今
の
楽
器
は
亡
く
な
ら
れ
た
※
１
徳
永
兼
一

郎
さ
ん
が
生
前
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
。「
こ
れ
は
※
２
ト
コ
ち

ゃ
ん
に
ち
ょ
う
ど
い
い
よ
ね
ぇ
」
っ
て
、
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。 

安
　
弓
も
違
う
と
全
然
違
い
ま
す
か
？ 

山
　
す
ご
く
違
い
ま
す
ね
。
弓
も
楽
器
と
の
相
性
が
あ
り
ま
す

し
、
曲
に
よ
っ
て
替
え
た
り
も
し
ま
す
。 

安
　
今
回
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
し
た
が
、
次
回
は
ま
た
違
う

曲
で
是
非
お
願
い
し
ま
す
。
松
本
は
遠
い
で
す
ね
？ 

山
　
い
や
近
い
で
す
よ
。「
あ
ず
さ
」
か
ら
の
眺
め
も
い
い
し
。

今
日
も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

安
　
朝
は
雷
が
鳴
っ
て
い
て
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し

た
。 

山
　
無
事
で
よ
か
っ
た
で
す
。 

安
　
今
日
は
と
て
も
贅
沢
で
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
チ
ェ
ロ
の
元
主
で
あ
っ
た
徳
永
さ
ん
の
夫
人
に
も

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し

た
。 

※
１
　
徳
永
兼
一
郎
（
1
9
4
1
‐
1
9
9
6)

Ｎ
響
の
元
首

席
チ
ェ
ロ
奏
者
。
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
顔
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。 

※
２
　
山
崎
伸
子
さ
ん
の
愛
称 

 

あ
る
じ 

無料 

HARMONY September-October 2012 Vol.160-7

対談日／２０１２年５月６日（日）

聞き手／安納恵美子

Best of Beethoven チェリスト／山崎伸子

安納さん、山崎さん 

Talk



休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

1,800 
 

メイト 

 

500 
 

15歳以下 

2,000
一般 

一般 

メイト 

高校生以下 

前売 

当日 

 

2.000 

1,000

8 10

HARMONY September-October 2012 Vol.160-8

9　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
日 

3 
月 

4 
火 

5 
水 

6 
木 

7 
金 

8 
土 

9 
日 

10 
月 

11 
火 

12 
水 

13 
木 

14 
金 

15 
土 

16 
日 

17 
月 

18 
火 

19 
水 

20 
木 

21 
金 

22 
土 

23 
日 

24 
月 

25 
火 

26 
水 

27 
木 

28 
金 

29 
土 

30 
日 

1 
土 

2,000

1,000

コダマ音楽教室 
講師コンサート 

㈱コダマ楽器 
33-2688

未定 

★ 
MOEKA DUETT  
Vol.3 in NAGANO

（林） 
0266-28-4445

14：50

無料 

（山本）77-2085
サンカヨウの会  
歌声喫茶 

19：00

無料 
長野県立病院機構 
026235-7158

医療安全管理研修会 14：00

（深澤）78-3256アマービレ音楽教室演奏会 13：00

無料 （羽生）47-4606羽生音楽教室演奏発表会 18：30

100
ランチタイム 
コンサート15

RARE STYLE

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

12：15

★ 
山岸博　 
魅惑のホルン 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

19：00

無料 
（峯尾） 

090-3244-4572
15：30

Vent Rose Concert  
No.4

無料 （大原）35-076713：30

津田裕子 
ピアノ教室発表会 

無料 （津田）35-046513：00

10　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
火 

３ 
水 

４ 
木 

５ 
金 

６ 
土 

７ 
日 

８ 
月 

９ 
火 

10 
水 

11 
木 

12 
金 

13 
土 

14 
日 

15 
月 

16 
火 

17 
水 
 
18 
木 

19 
金 

20 
土 

21 
日 

22 
月 

23 
火 

24 
水 

25 
木 

26 
金 

27 
土 

28 
日 

29 
月 

30 
火 

31 
水 

1 
月 

無料 
第8回安曇野 
フルートアンサンブル  
定期演奏会 

100
おしゃべりコンサート35  
～オーボエとの共演～ 

19：00

14：00

2,000
第11回 
モーツァルト交響曲 
全曲演奏会 

14：00

未定 
第53回松本市芸術文化祭  
「ミュージックフェスティバル」 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

未定 
実行委員会 
32-9319

（谷口）50-7387

（牛山）32-9319

4,500 

4,000 

3,000

★アブデル・ラーマン・ 
エル＝バシャ  
ピアノリサイタルⅠ 
★アブデル・ラーマン・ 
エル＝バシャ  
ピアノリサイタルⅡ 

19：00

（山本）36-6489

（渡辺）32-3255

無料 

完売 

第33回 
長野県民謡連盟大会 

10：00

無料 
第44回 
竹韻会尺八演奏会 

12：00

シャンソンの響き 
コンサート 

2,000 （原）98-276013：30

小口音楽教室発表会 無料 （小口）36-424814：00

アルプス民謡連合会  
第38回民踊大会 

無料 （下田）57-250012：00

杉下音楽教室  
ピアノ・エレクトーン 
コンサート 

無料 （杉下）82-844111：00

（渡辺）57-7982
第11回 
あんさんぶるKEY

19：00

（茅野）36-9298無料 
茅野音楽教室 
ピアノ発表会 

9：30

（棟居）48-0269無料 
ギター・ウクレレ・ 
ミーティング 2012

13：00

旗の台個典音楽研究所 
73-6086

ギターで楽しむ 
J-POPセレクション2

19：00

事務局 
29-1200

信大生有志（原田） 
080-3450-4671

松本医療福祉専門学校  
「四つ葉祭」 

9：30

無料 

無料 

秋の夜の調べ 18：30

（有賀）33-1881無料 
有賀・津田音楽教室 
発表会 

未定 

※メインホールは改修工事のため平成25年3月31日まで
　利用できません。

※平成25年4月以降の予約については受付けしています。
　受付日、方法等はホールへお問い合わせください。

※小ホール、練習室は通常どおり利用できます。

ハーモニーメイト会員数（7月31日現在）

合計　1,371　人
・賛助会員6団体・広告主24団体

○個人会員　 253　人
○家族会員　 935　人　306家族
○団体会員　 183　人　19団体

■プレイガイド
［松本市／市外局番０２６３］
井上チケットぴあ　３４-３６５５／ライオン堂高宮店　２６-９２３４／ミュージックプラザ・オグチ　３５-５５６８／カタクラモール　３６-５１１１
音楽社　３２-９８８８／クレモナ　３２-８１６９／コダマ楽器　３３-２６８８／まつもと市民芸術館　３３-３８００
松本市波田文化センター（アクトホール）　９２-７５０１／EVENT-NAGANO（ネット販売） www.event-nagano.net/

［長野市］ながの東急　０２６-２２６-８１８１［安曇野市］スワンガーデン安曇野　０２６３-７１-１６６６［伊那市］イチコー　０２６５-７８-０７００
※ハーモニーメイトの割引チケットは、「ザ・ハーモニーホール」のみで取り扱いとなります。

～メインホールについて～

（ ）

Ｃ D 紹 介

一般 

高校生以下 

 

2,500 

3,000

　ザ・ハーモニーホールが誇るメインホール正面の県内最大の

オルガン（ドイツ製）を使用したＣＤ２枚の紹介です。 

　いずれのＣＤも、このオルガンを隅々まで知り尽くしたホー

ル専属オルガニスト保田紀子の名演を収録しています。 

　荘厳・重厚な響きから、素朴な優しい音色まで皆様をオルガ

ン音楽で包み込みます。目を瞑ってＣＤを聞きますとホールに

居る錯覚を覚えます。 

　ご紹介する最初のＣＤは「聖母への祈り」。バッハやボエルマ

ンなど数々の名オルガン曲が収められています。 

　もう一枚のＣＤ「祈り・The Prayer」はオルガニスト保田紀

子が邦人作曲家によって創作されたオルガン曲を初演・演奏す

る活動を通じ、厳選された作品を収録したアルバムです。この

CDにはメインホールのオルガンのために作曲され、初演された

曲が収録されています。 

　海外の歴史的作曲家のオルガン曲と邦人作曲家のオルガン曲、

是非お楽しみください。 

「聖母への祈り」収録曲／ J.S. バッハ＝トッカータとフーガ ニ

短調BWV.565、L.ボエルマン＝聖母への祈り、他 

「祈り・The Prayer」収録曲／松平頼暁＝祈り～オルガンのた
めの～、近藤譲＝ノヴィタス・ムンディ～オルガンのための～、

新実徳英＝風神・雷神（松本ヴァージョン）、他 

お問合わせ／ザ・ハーモニーホール!0263（47）2004 

「聖母への祈り」

3,000円(税込み)

「祈り・The Prayer」

2,900円(税込み)


